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吉 備 国 際 大 学 同 窓 会 会 報 誌

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
て
誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
、
２
０
２
３
年
５
月
８
日
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
「
５
類
」

に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
行
動
制
限

の
緩
和
を
受
け
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
増

加
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
今

年
度
は
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
運
び
と
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
人
も
多
く
、
ま
た
同
窓
生

に
は
多
く
の
医
療
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
の

か
た
も
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
年
末
に
差
し

掛
か
る
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
同
窓
会
か
ら
感

染
者
を
広
げ
る
こ
と
を
控
え
る
た
め
に
、
再

度
延
期
と
い
う
決
断
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
、
ご
歓
談
い
た
だ
き
、
親
睦
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

来
年
こ
そ
は
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご
案
内
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
、
２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
今
ま
で
経
験

し
た
事
の
な
い
、「 

新
し
い
生
活
様
式 

」
で

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
劇
的
な
変
化
と
共
に
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
を
３
年
近

く
、
我
慢
に
耐
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

同
窓
生
の
中
に
は
、
医
療
の
最
前
線
で
働
い

て
お
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
本
当
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
、
そ
れ

ぞ
れ
の
置
か
れ
た
立
場
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り

困
ら
れ
て
い
る
方
を
助
け
る
為
奔
走
し
た
り
、

コ
ロ
ナ
で
悩
ま
れ
て
い
た
方
も
お
ら
れ
る
事

と
思
い
ま
す
。

山
陽
新
聞
の
投
書
欄
を
見
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
同
窓
会
や
、
グ
ル
ー
プ
で
の
旅
行
な
ど

を
開
催
し
た
写
真
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
同
窓
会
を
開
催
さ
れ
た

写
真
を
目
に
す
る
と
、
大
変
羨
ま
し
く
、
今

年
こ
そ
同
窓
会
の
開
催
を
…
、
と
忸
怩
た
る

思
い
で
お
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
総
会
・
懇
親
会
を
延
期
致
し

ま
す
が
、
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
信

基
地
で
あ
る
同
窓
会
を
、
コ
ロ
ナ
収
束
と
共

に
皆
様
の
力
を
借
り
、
益
々
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
ま
だ
ま
だ
油

断
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
十

分
気
を
付
け
て
ご
活
躍
下
さ
い
。

令
和
３
年
４
月
１
日
付
を
も
ち
ま
し
て
順

正
学
園
吉
備
国
際
大
学
学
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を

ふ
る
う
中
で
、
私
の
学
長
と
し
て
の
最
初
の
試

練
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
学
内

集
団
接
種
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
で
し

た
。
吉
備
国
際
大
学
は
、
地
域
に
存
在
す
る
大

学
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
学
内
集
団
接
種
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
吉
備

国
際
大
学
の
学
生
、
教
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族

だ
け
で
な
く
高
梁
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

市
民
の
方
々
へ
の
接
種
も
行
い
ま
し
た
。
集
団

接
種
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
医
師
や
看
護
師

資
格
を
持
つ
教
職
員
や
看
護
学
生
が
受
付
、
予

診
、
接
種
、
観
察
、
誘
導
な
ど
の
各
種
担
当
を

担
い
ま
し
た
。
大
変
な
苦
労
を
し
ま
し
た
が
本

年
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や

く
大
学
も
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

吉
備
国
際
大
学
は
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年

に
高
梁
市
と
の
公
私
協
力
方
式
に
よ
り
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
に
開
学

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
機
会
に
、

建
学
の
理
念
を
よ
り
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
、

ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
「
実
践
的
な
知
識
を
自
ら

学
ぶ
力
、
多
様
化
す
る
社
会
で
生
き
抜
く
力
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る
力
を
引
き
伸
ば
し
ま

す
。」
を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
三
つ
の
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

本
学
は
「
地
域
連
携
・
地
域
貢
献
」
と
「
国
際
化
」

を
特
色
と
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地

域
密
着
型
総
合
大
学
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し

た
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
学
生

た
ち
に
は
国
際
性
を
備
え
た
豊
か
な
人
間
性
を

身
に
つ
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

学
内
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
マ
ー

ク
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
三
つ
の
力
を

象
徴
す
る
３
本
の
柱
と
Ｋ
・
Ｉ
・
Ｕ
の
文
字
で
構

成
し
た
「
吉
備
国
際
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
真
ん
中
の
柱
は
未

来
へ
向
け
て
伸
び
行
く
学
生
を
示
し
、
建
物
の

よ
う
な
全
体
の
フ
ォ
ル
ム
は
、
学
生
を
守
り
、
力

を
引
き
伸
ば
す
本
学
の
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
に
は
日
本
高
等
評
価
機
構
の
認
証

評
価
を
受
け
て
合
格
し
ま
し
た
。
７
年
に
１
度
行

わ
れ
る
認
証
評
価
は
、
私
た
ち
の
大
学
の
品
質
と

教
育
水
準
を
客
観
的
に
評
価
す
る
上
で
重
要
な

指
標
で
す
。
評
価
を
受
け
て
合
格
す
る
に
は
、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
や
学
生
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

向
上
な
ど
、
様
々
な
領
域
で
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
た
ち
の
学
修
成
果
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
支
援
が
よ
り
効
果
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
評
価
を
通
じ

て
、
大
学
全
体
の
品
質
向
上
に
向
け
て
更
な
る
努

力
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
に
は
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン

パ
ス
に
農
学
部
海
洋
水
産
生
物
学
科
を
新
設
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
６
年
４
月
に
人
間
科
学

部
人
間
科
学
科
を
開
設
す
る
こ
と
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
現
在
の
心
理
学
部
心
理
学
科
・
保

健
医
療
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科
・
保
健
医
療

福
祉
学
部
作
業
療
法
学
科
の
３
学
科
を
統
合
し
、

人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
と
し
て
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
す
。
こ
の
新
学
科
で
は
、
心
理
学
専
攻
・

理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業
療
法
学
専
攻
の
３
つ

の
専
攻
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
定
員
を
40

名
と
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
新
学
科
の
設
置
に

よ
り
包
括
的
な
人
間
科
学
教
育
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
保
健
医
療

福
祉
学
部
看
護
学
科
の
名
称
も
看
護
学
部
看
護

学
科
と
変
更
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
新
た
な
学
科
設
置
と
名
称
変
更
に
よ
り
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
多
様
な
学
び
の
機
会
が

広
が
り
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
さ
ら

な
る
可
能
性
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
吉
備
国
際
大
学
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
、
学
生
た
ち
が
社
会
で
活
躍
で
き
る

力
を
育
て
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ

高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
人
間
科
学
部
」
を
新
設
、

　
　
　
　
　

保
健
医
療
福
祉
学
部
は
「
看
護
学
部
」
へ
名
称
変
更

O
H
K（
岡
山
放
送
）ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
外
国
語
学
部
を
体
験
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
卒
業
生
が
収
録
を
担
当

  高梁キャンパス

岡山キャンパス

２
０
２
４
年
４
月
学
部
新
設
・

名
称
変
更
の
お
知
ら
せ
で
す
。

吉
備
国
際
大
学
で
は
、「
人
間
科
学

部 

人
間
科
学
科
」
の
設
置
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
へ
設
置
届
出
書
を
提
出

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年

６
月
、
こ
れ
が
文
部
科
学
省
に
受
理

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
間

科
学
部
人
間
科
学
科
は
、 

２
０
２
４

年
４
月
の
開
設
が
、
正
式
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
現
在
の
心
理
学
部
心
理

学
科
・
保
健
医
療
福
祉
学
部
理
学
療

法
学
科
・
保
健
医
療
福
祉
学
部
作
業

療
法
学
科
の
３
学
科
の
学
び
を
継
承

し
、
新
た
に
「
人
間
科
学
部 

人
間
科

学
科
」
と
し
、
３
つ
の
専
攻
（
心
理

学
専
攻
・
理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業

療
法
学
専
攻
）
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
入
学
定
員
を
40
名
と
し
ま
す
。

ま
た
、
保
健
医
療
福
祉
学
部 

看

護
学
科
を
「
看
護
学
部 
看
護
学
科
」

へ
と
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
吉
備
国
際
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
某
日
、
Ｏ
Ｈ
Ｋ
（
岡
山
放
送
）
の
佐

藤
樹
理
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
岡
山
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
問
、
そ
こ
で
外
国
語
学
部
の
授
業
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
様
子
が
、
７
月
に
Ｔ
Ｖ
放
送
さ
れ
、

さ
ら
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
公
開
さ
れ
て

大学トピックス

い
ま
す
。
映
像
で
は
、
学
科
の
特
徴
や
授

業
の
内
容
な
ど
、
ま
た
在
学
生
た
ち
の
目

標
や
夢
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
卒
業
生

の
西
岡
陽
気
さ
ん
（
２
０
２
０
年
卒
・
株

式
会
社
Ｏ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
勤
務
）

が
カ
メ
ラ
を
ま
わ
す
な
ど
、
映
像

収
録
を
担
当
し
て
く
れ
ま
し
た
。

外
国
語
学
部
卒
業
生
の
皆
様

に
は
、
思
い
出
あ
る
校
舎
と
思

い
入
れ
の
あ
る
授
業
風
景
が
、

他
学
科
卒
業
生
の
皆
様
に
は
、

新
た
な
母
校
の
一
面
が
垣
間
見

え
る
映
像
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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同
窓
会
か
ら
の
最
新
情
報
や
卒
業
生
へ

の
連
絡
お
よ
び
同
窓
会
へ
の
連
絡
な
ど
、

ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://kium
ate.1net.jp/



南あわじ志知キャンパス

令
和
５
年
４
月
、
農
学
部
に
新
し
く
「
海

洋
水
産
生
物
学
科
」
が
開
設
し
ま
し
た
。

４
月
３
日
に
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
入
学
宣
誓
式
で
は
、
式
に
先
立
っ
て

加
計
勇
樹　

順
正
学
園
理
事
長
に
よ
り
、

同
学
科
の
開
設
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
期
生
37
名
は
、
ま

ず
水
生
生
物
に
慣
れ
る
た
め
、
１
人
に
１
台

の
水
槽
が
貸
し
出
さ
れ
、
水
生
生
物
の
飼

育
か
ら
ス
タ
ー
ト
（
水
圏
生
物
学
実
習
）
し

ま
し
た
。
学
生
自
身
が
用
意
し
た
様
々
な
淡

水
生
物
が
並
ん
だ
水
槽
室
は
「
吉
備
ア
ク
ア

パ
ー
ク
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

海
洋
水
産
生
物
学
科
で
は
、
１
次
産
業
で

あ
る
農
業
と
漁
業
（
養
殖
を
含
む
）
を

６
月
18
日
（
日
）、
農
学
部
で
は
今
年
度
２
回

目
と
な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、４
月
に
入
学
し
た「
海

洋
水
産
生
物
学
科
」
１
期
生
ら
も
初
参
加
し
、

参
加
者
の
誘
導
・
案
内
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に
と

活
躍
し
ま
し
た
。「
地
域
創
成
農
学
科
」
の
学
生

ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
の
経
験
を
生
か

し
て
、
参
加
者
の
質
問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
創
成
農
学
科
」
で
は
、
ジ
ビ
エ
施
設
見

学
や
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
肉
の
試
食
体
験
、
そ
し

て
植
物
工
場
や
日
本
酒
蔵
（
醸
造
棟
）
を
見
学

し
ま
し
た
。

「
海
洋
水
産
生
物
学
科
」
で
は
、
海
藻
か
ら
の

多
糖
類
を
抽
出
す
る
実
習
体
験
、
水
中
ド
ロ
ー

ン
の
操
縦
体
験
、
そ
し
て
学

生
ら
の
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
を
見

学
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
G
o
o
g
l
e

社
か
ら
経
済
的
・
文
化
的
に

意
義
の
あ
る
影
響
を
与
え
た

日
本
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

１
０
１
人
に
も
選
出
さ
れ
た

「
瀬
戸
内
サ
ニ
ー
」
さ
ん
も

来
場
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
、
瀬

戸
内
サ
ニ
ー
さ
ん
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

て
、
公
開
（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

　
　
　
　
　

Y
o
u
T
u
b
e
r
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
）
が
来
場

農
学
部
　
海
洋
水
産
生
物
学
科
開
設

理
解
し
た
上
で
、
水
圏
環
境
を
保
全
し
、

持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
海
洋
生
物
や
水
産
環
境
の
保
全

の
み
な
ら
ず
、
伝
統
的
漁
業
や
先
端
的
な

水
産
増
養
殖
、
そ
し
て
水
産
食
品
や
水
族

館
な
ど
海
洋
生
物
資
源
を
利
用
し
て
展

開
す
る
産
業
に
つ
い
て
幅
広
い
教
養
を
持

ち
、
そ
れ
ら
を
多
用
な
産
業
化
に
応
用
す

る
知
識
と
技
術
を
有
し
て
、
グ
ロ
ー
カ
ル

な
視
点
か
ら
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
同
学
科

で
す
が
、
今
後
の
学
生
た
ち
の
活
躍
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

3
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活躍する現役生

男子サッカー部 女子サッカー部
私はこの春に社会科学部スポーツ社会

学科を卒業し、現在は大学院生として高
梁キャンパス５年目を夏の猛暑と冬の極
寒に耐えながら過ごしています。また、
サッカー審判員としても活動しており、
審判員として活躍されている先輩方はも
ちろん、試合会場でお会いする現役選手
や指導者、運営スタッフとして活躍され
ている先輩方にも大変刺激を受けながら
活動しています。

４年間の大学生活では、大学での学び
とサッカー審判員としての活動経験によって非常に濃密な時間を
過ごすことができました。元々サッカーの裏方の世界に興味があっ
た為、大学での学びはスポーツを支える立場に着目し、組織や運営、
経済効果について行政やチームなど様々な目線で学び、知識を深
めることができました。また、サッカー審判員の活動経験としては、
プロのＪリーグからアマチュアリーグまで様々なカテゴリーの試合
を担当し、一瞬一瞬のジャッジが選手やチームの未来を左右する
責任を感じながら引き続き現在もフィールドに立っています。

サッカーに携わっている身として、サッカーをもっと魅力あるス
ポーツにするために私にできることは、日々の審判活動を頑張るこ
とと大学院での研究を頑張ることだと思っています。大学院では
主にサッカー審判員の心理応答・生理応答について研究しており、
サッカー審判員の心理的負荷と
ジャッジパフォーマンスの関係
性についてGPSデバイスや心
理テストなどを用いて研究をし
ています。

これからもサッカーに携われ
る喜びを噛みしめ、自分自身の
活動を充実させていけるよう頑
張っていきたいと思います。

2022年12月24日に開幕した「第31回全日本大学女子サッカー
選手権大会」、１回戦、ラウンド16、準々決勝と勝ち進んだ本学女
子サッカー部は準決勝までコマを進めました。

年明けの１月４日に行われた準決勝は、東洋大学と対戦し、前
半早々に先制点を許した本学でしたが、その後は追加点を許さず
１点ビハインドで前半を折り返しました。しかし後半、東洋大学の
猛攻に苦戦し、残念ながら本学は０対５で敗れました。

2013年度の第22回大会以来２度目の優勝を目指した本学女子
サッカー部は惜しくも準決勝敗退となりましたが、３位という快挙
を成し遂げました。

 第31回全日本大学女子サッカー選手権大会勝敗
１回戦 吉備国際大学【中国１/岡山】３-１福岡大学【九州１/福岡】
ラウンド16 吉備国際大学【中国１/岡山】１-１（PK４-３）帝京平成大学【関東２/千葉】
準々決勝 吉備国際大学【中国１/岡山】５-２神奈川大学【関東５/神奈川】
準決勝 吉備国際大学【中国１/岡山】０-５東洋大学【関東１/群馬】

私は今年度の学友会執行委員長とし
て、イベントを企画開催する事でキャ
ンパス内の活性化を図る事に努めてい
ます。３年間に渡って続いたコロナ禍
によりキャンパス内のイベントが全て
中止となり、また新入生勧誘が満足に
出来ない状況で伝統あるクラブが廃部
となるなど課外活動に大きなダメージ
を受けました。学友会においても活動
出来ない期間が続くなかで先輩達がや
りたい事が出来ない辛さを見てきまし
た。また、今年３月末で学友会メンバー

が私と後輩２名にまで減少してしまいました。
そこで、今年度は今まで出来なかったイベント開催を通じて

私たち学友会のメンバーも楽しみながらキャンパスに元気を取
り戻す活動に取り組みたいと考えるようになりました。

入学宣誓式退場時のクラブ活動勧誘を復活させると共に新入
生オリエンテーション終了後に３号館前で歓迎バーベキューを行
い学友会と伊賀祭実行委員の募集を行う新企画を実施しました。
また、昨年度から、南あわじ志知キャンパス、岡山キャンパスの
学生が伊賀祭に参加しており、私たちも農学部の「さなぶり祭」
と「くにうみ祭」に参加しキャンパス間の交流行事にも積極的に
参加をしています。今後も夏祭りやクリスマスイベントなどの活

動を通じてコロナ禍により途絶えた学友会やクラブの慣習、伝統
を後輩たちと新たに築いていきたいと考えます。

私の学友会執行委員長としての任期も半ばを過ぎました。こ
れまでの活動を通じて留学生と関わる事が増え友人が出来ると
共に日本人学生との交流をより深めるための企画を実行してい
きたいと思うようになりました。私たちの学ぶ大学は国際大学
です。多くの留学生が在籍していますが、学科間を超えた留学
生との交流が少ない事ははとても勿体無いことだと感じ、任期
中に交流できるイベントを企画したいと考えています。

私たちの活動でこれまで卒業されていった先輩達が残して
いった学友会、クラブを活性化させていきますので応援してい
ただきますよう宜しくお願い申し上げます。

学友会執行委員長
心理学部心理学科３年生

堤　美羽

吉備国際大学 大学院 社会学研究科
社会学博士前期課程 １年生

田口　 新 

第31回全日本大学女子サッカー選手権大会 ３位の快挙
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クラブ名 全国大会成績

女子サッカー部 　 　 第31回全日本女子サッカー選手権大会出場　３位

フットサル部 　 　 KOBE CUP2023 大学フットサルリーグ交流大会出場

個人名 所属クラブ Ｒ４学年 個人成績

田口　　新 男子サッカー部 ４
2022年度　第71回全日本大学サッカー選手権大会
主審として出場

川名みのり 女子サッカー部 ４ なでしこリーグ 50試合出場

吉岡　愛心  女子サッカー部 ２ 全日本大学選抜 代表

古谷優理亜 女子サッカー部 ２ 全日本大学選抜 代表

鵜木　瑠南 女子サッカー部 ４ なでしこリーグ 50試合出場

岩瀬翔太郎 ソフトテニス部 ４
第72回　中国学生ソフトテニス
秋季シングルス選手権大会　３位

宮地　悠斗  ソフトテニス部 ４
第66回　中国学生ソフトテニス優勝大会出場
準優勝

秦　　弘晃 ソフトテニス部 ４
第66回　中国学生ソフトテニス優勝大会出場　
準優勝

令和４年度体育部会戦績

「
令
和
５
年
度
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
タ
」

が
７
月
７
日
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ジ
ア
村
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
４
月
現
在
、
吉
備

国
際
大
学
に
は
、
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、ス
リ
ラ
ン
カ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ネ
パ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
、オ
ラ
ン
ダ
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
、ロ
シ
ア
、

12
ヵ
国
か
ら
の
留
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
６
か
国
の
留
学
生
が
参
加
し
、
各
国
の
手
作

り
料
理
を
紹
介
し
ま
し
た
。
留
学
生
、
日
本
人
学

生
、
地
元
の
中
学
生
、
教
職
員
約
2
0
0
名
以
上

の
参
加
が
あ
り
、
試
食
会
と
ダ
ン
ス
や
歌
等
の
披

露
で
会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

私
は
、
2
0
2
0
年
９
月
に
経
営
社
会

学
科
を
卒
業
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
ア

ラ
ワ
ッ
タ
ゲ
・
ト
ゥ
シ
ャ
ー
リ
と
申
し
ま

す
。
現
在
は
学
生
部
留
学
生
課
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

今
振
り
返
る
と
、
日
本
へ
の
留
学
当
初

は
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
の
日
々
で
し

た
。
日
々
忙
し
く
勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
非
常
に

幸
運
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ

ト
先
の
皆
様
に
非
常
に
よ
く
し
て
頂
き
、

ま
た
勉
学
で
は
、
大
学
の
先
生
方
に
も
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
困
っ
た
時
に

は
留
学
生
課
の
み
な
さ
ん
に
直
ぐ
相
談
で

き
ま
し
た
。
今
は
、
学
生
の
立
場
か
ら
学

生
を
支
援
す
る
立
場
に
変
わ
り
ま
し
た

が
、
卒
業
生
と
し
て
大
学
を
支
え
、
学
生

を
支
え
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ

と
日
本
の
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
、
同
窓
会
等
で
お
会

い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国際交流

【
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

フ
ェ
ス
タ
】
開
催

International exchange

日
本
へ
の
留
学
を

　
　
　
振
り
返
っ
て
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活躍する卒業生

林 

　
泰
成
さ
ん

外
国
語
学
部
外
国
学
科

２
０
２
２
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

岡
山
市
立
東
山
中
学
校

中
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
中
学
校
教
諭
に
な
り
2

年
が
経
ち
ま
し
た
。
大
変
で
す
。
毎
日
や
る
こ
と
だ
ら
け
で

す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
毎
日
が
最
高
に
楽
し
い
で
す
。
大
学

時
代
に
学
ん
だ
実
際
に
使
え
る
【
生
き
た
英
語
】
を
目
指
し

て
日
々
授
業
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
か
ら
の

「
わ
か
っ
た
」「
英
語
楽
し
い
」
を
励
み
に
、
新
し
い
こ
と
を

小
郷
　
晃
弘
さ
ん

社
会
学
部　

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

２
０
１
０
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

浅
野
産
業
株
式
会
社

片
山
　
和
馬
さ
ん

社
会
科
学
部
経
営
社
会
学
科

２
０
２
３
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

大
黒
天
物
産
株
式
会
社

2
0
2
3
年
４
月
５
日
よ
り
、
岡
山
の
心
を
胸
に
広
島
を

見
つ
め
る
私
な
ワ
ケ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
黒
天
物
産
の

精
肉
部
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

店
舗
着
任
７
日
目
に
は
、〝
お
客
様
の
笑
顔
の
為
に
働
く
〟

と
い
う
こ
と
、〝
会
社
の
一
員
と
し
て
働
く
〟
と
い
う
こ
と

の
厳
し
さ
を
、
包
丁
と
右
手
人
差
し
指
（
※
利
き
手
で
す
）

に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

10
年
後
に
私
が
咲
か
せ
ら
れ
て
い
る
花
の
色
・
場
所
・
姿

な
ん
て
自
分
に
は
到
底
見
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
に
至

る
種
を
蒔
く
の
は
〝
瞬
間
の
積
み
重
ね
〟
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
誇
る
本
物
の
花
に

な
れ
る
よ
う
、
踏
み
出
し
続
け
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
生
活
の
中
で
悩
み
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
悩
み
の
花
が
咲
い

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
花
の
種
を
蒔
い
た
の
が
自
分
自
身
で

あ
る
こ
と
に
〝
誇
り
〟
と
〝
自
信
〟
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
花
は
い
ず
れ
〝
華
〟
に
、
笑
顔
の
〝
華
〟
に
生
ま
れ
変
わ
る

日
が
来
る
で
し
ょ
う
。

水
や
り
も
忘
れ
ず
に
。

積
極
的
に
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
経
験
を
積
ん

で
〝
信
頼
さ
れ
る
教
師
〟
に
な
り
た
い
で
す
。

A
nything  is  possible.

私
は
第
二
営
業
部
に
所
属
し
て
お
り
、
お
客
様
へ
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
を
通
し
安
心
・
安
全
・
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
営
業
訪

問
等
で
伺
う
際
に
お
客
様
と
の
会
話
の
中
か
ら
現
在
抱
え
て

い
る
生
活
の
不
満
点
を
見
つ
け
、
ガ
ス
機
器
に
よ
り
不
満
を

解
消
で
き
る
よ
う
お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

商
品
提
案
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
弊
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
の
他
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
、
食
品
事
業
、
不
動
産
事
業
等
を
展
開
し
て

お
り
、
お
客
様
の
暮
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
こ
と
だ
け
で
な
く
様
々
な
相
談
に
乗
り
、
豊
か
で
快
適
な

生
活
を
ご
提
案
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
り
な
が
ら
、
快
適
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

安
原
　
秀
哉
さ
ん

社
会
学
部　

国
際
社
会
学
科

２
０
１
０
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

久
光
製
薬
株
式
会
社

私
は
現
在
M
R
（
医
薬
情
報
担
当
者
）
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

営
業
職
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
主
な
仕
事
内

容
は
医
師
、
薬
剤
師
の
方
々
へ
薬
の
情
報
を
届
け
る
仕
事

で
す
。
直
接
で
は
な
い
に
し
ろ
自
分
の
提
案
し
た
薬
で
患

者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
た
等
お
話
を
聞
け
る
こ
と
が
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
新
し
く
更
新
さ
れ
る
薬
の
勉

強
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
、
地
域
の
医
療

に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

社
の
薬
を
通
し
て
日
本
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

katsuyakusuru  sotsugyosei
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私
は
今
年
の
４
月
か
ら
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
の
手
術
室
で
看

護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

最
初
は
手
術
の
介
助
の
方
法
も
全
く
分
か
ら
ず
、
緊
張
と
不

安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
入
職
か
ら
３
ヶ
月
が
経
ち
、
先

輩
に
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら
、
挿
管
介
助
や
手
術
の
介
助
が
で

き
る
様
に
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
手
術
進
行
を
意
識
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
自

分
の
成
長
が
患
者

さ
ん
へ
の
看
護
提

供
に
反
映
で
き
て

い
る
こ
と
が
何
よ

り
嬉
し
く
、
や
り

が
い
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
手
術
室

看
護
師
と
し
て
ス

キ
ル
を
磨
く
と
共

に
、
今
後
も
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
自
分
な

り
の
看
護
観
を
追

求
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

泉 

　
る
り
さ
ん

保
健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科

２
０
２
３
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー

katsuyakusuru  sotsugyosei

田
中
　
宙
斗
さ
ん

心
理
学
部
子
ど
も
発
達
教
育
学
科

２
０
２
３
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

江
津
市
立
津
宮
小
学
校

私
は
現
在
、
江
津
市
立
津
宮
小
学
校
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
も
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
行
事
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ず
に
、
不

安
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
こ
の
子
と
の
関
わ
り
方
は
こ
れ

で
良
い
の
か
と
考
え
た
り
と
、
悩
み
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
職
場
の
先
生
方
や
、
保
護
者
さ
ん
に

助
け
て
頂
き
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
誠
実
に

一
つ
一
つ
の
活
動
や
課
題
を
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
面
白
く
て
、
信
頼
感
の
あ
る
先
生
を
目
指
し
て
精
進
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
に
吉
備
国
際
大
学
を
卒
業
し
、
Y
B
S
株
式
会

社
に
入
社
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
も
野
球
部
に
所
属
し
て
い

て
今
で
も
社
会
人
野
球
を
し
て
い
ま
す
。
社
会
人
野
球
は
学

生
野
球
と
は
違
っ
て
、
お
金
を
頂
き
な
が
ら
野
球
を
し
て
い

る
の
で
、
会
社
の
た
め
に
も
結
果
を
残
す
と
い
う
ま
た
違
う

野
球
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

今
振
り
返
る
と
、
学
生
時
代
に
は
親
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生

な
ど
た
く
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
今
こ
う
や
っ
て
社
会
人
野

球
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
腕
で
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人

に
、
少
し
ず
つ
恩
返
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
吉
備

国
際
大
学
硬
式
野
球
部
が
明
治
神
宮
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

右
田
　
敦
也
さ
ん

社
会
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科

２
０
２
３
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

Ｙ
Ｂ
Ｓ
株
式
会
社
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Interview

～学生実行委員から卒業生の皆様へ～

あの店、この店は今

今
回
は
、
高
梁
市
に
あ
る
「
魚
富
」
で

す
。
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
卒
業
生
の
中
に

は
、
同
級
生
の
友
人
や
サ
ー
ク
ル
仲
間
の

先
輩
・
後
輩
と
行
っ
た
方
、
ゼ
ミ
や
チ
ュ

ー
タ
ー
の
先
生
と
グ
ル
ー
プ
で
食
事
を
し

た
と
い
っ
た
思
い
出
を
お
持
ち
の
方
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
学
園
創
立
者
で

２
０
０
８
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
加
計
勉
先

生
も
た
び
た
び
足
を
運
ば
れ
た
と
い
う
同

店
に
、
今
回
の
取
材
も
兼
ね
て
同
窓
生
４

名
が
集
い
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

高
梁
市
鍛
治
町
、
日
本
郷
土
料
理
の
御

食
事
処
「
魚
富
」
を
営
む
代
表
取
締
役 

土
井
富
弘
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
つ
い
先
日
も
、
今
年
の
３
月
末
で
大
学

を
定
年
退
官
さ
れ
た
Ｔ
先
生
を
囲
む
会
が

あ
っ
て
、
大
勢
の
卒
業
生
や
学
生
た
ち
が

花
束
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
し
た
よ
」
と
の

こ
と
。
吉
備
国
際
大
学
が
で
き
て
か
ら
こ

れ
ま
で
、
多
く
の
先
生
や
学
生
そ
し
て
卒

業
生
ら
が
、
様
々
な
場
面
で
同
店
を
訪
れ

て
く
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
同
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
学
生
が
関
わ
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
日
、
取
材
で
訪
れ
た
我
々
も
学
生

時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
、
同
店
の
お
い
し
い
魚
料
理
を
心
ゆ
く

ま
で
堪
能
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
町
で
、
あ
の
頃

に
戻
れ
る
ひ
と
時
を
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ

「
魚
富
」
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

【魚富】
所在地：岡山県高梁市鍛冶町73番地
電話：0866-22-0365
https://www.uotomi-doi.com/

学園祭情報

農学部くにうみ祭

第７回  くにうみ祭第55回  伊賀祭

農学部（南あわじ志知キャンパス）の学園祭として、2016
年からはじまったくにうみ祭も、今年で７回目を迎えます。
今年は、狩猟部による手作りジビエカレー、発酵サークル

の窯焼き手作りピザなど多数の模擬店、小学生の和太鼓ク
ラブ「志童」に
よる公演など
を予定していま
す。在学生一同、
OB・OGのみな
さんのご来場を
お待ちしており
ます。

開催日時▶11月18日（土）10：00～16：00
開催場所▶南あわじ志知キャンパス（兵庫県南あわじ市）

開催日時▶11月４日（土）10：00～16：00
　　　　　11月５日（日）10：00～16：00
開催場所▶高梁キャンパス（岡山県高梁市）

コロナ禍による中止、on-lineでの開催を経て、昨年度か
ら対面での伊賀祭が復活しました。今年のプロコンは、４日
（土）15：30から、俳優の山下幸輝さんのトークショーを予定
しています。軽音学部のライブ、ビンゴ大会といったステージ
イベントなど多
彩な企画や、バ
ラエティーに富
んだ模擬店も多
数出店します。
卒業生の皆様、
ぜひご来場くだ
さい。

2023年度
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２
０
２
３
年
４
月
よ
り
保
健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科
に
着
任
し
ま
し

た
本
郷
貴
士
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
２
０
０
９
年
に
保
健
科
学
部
看
護
学
科

（
現
：
保
健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
学
部
生
活
で

の
４
年
間
は
、
日
々
看
護
学
の
濃
密
な
勉
強
を
し
つ
つ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や

ア
ル
バ
イ
ト
を
行
っ
て
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
、
学
部
生
全
員

が
看
護
師
だ
け
で
は
な
く
保
健
師
の
資
格
取
得
に
向
け
て
学
問
に
励
ん
で
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
私
は
、
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
看
護
）
の
３
つ
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
日
々
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

私
が
保
健
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
学
部
４
年
生
の

時
に
授
業
の
一
貫
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
従
事
者
育
成
支
援
事

業
」
で
高
梁
市
内
で
の
保
健
師
の
活
動
を
体
感
し
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

看
護
師
経
験
を
経
て
行
政
保
健
師
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
健
師
の

仕
事
は
、
潜
在
化
し
て
い
る
健
康
問
題
に
対
し
、
予
防
的
な
視
点
で
個
人
・

家
族
、
そ
し
て
地
域
全
体
の
地
域
住
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
私
は
、
行
政
保
健
師
と
し
て
岡
山
県
の
先
輩
保
健

師
の
活
動
の
下
、
行
政
保
健
師
と
し
て
の
経
験
を
積
め
た
こ
と
は
今
で
も
誇

り
で
あ
り
、
得
た
知
識
や
技
術
は
学
生
に
向
け
て
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

学
部
生
の
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
田
中
富
子
先
生
に
は
、
卒

業
後
も
相
談
に
乗
っ
て
頂
き
、
吉
備
国
際
大
学
で
の
保
健
師
教
育
の
お
も
し

ろ
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
健
師
の
活
動
に
お
い
て
、
よ
り
根
拠

に
基
づ
き
、
質
の
高
い
保
健
師
の
活
動
が
で
き
る
た
め
に
修
士
課
程
の
大
学

院
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
吉
備
国
際
大
学
院
に
進
学
し
、

多
く
の
先
生
方
か
ら
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
無
事
に
修
了
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
吉
備
国
際
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
御
縁
が
あ
っ
て
母
校
で
教
壇
に
立
つ
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
、
看
護
師
・
保
健
師
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
日
々
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
と
い
う
立
場

と
し
て
も
学
生
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
学
生
一
人

ひ
と
り
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
引
き
伸
ば
す
」
の
よ
う
な
教
育
を
行

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
こ
の
大
学
だ
か
ら
気
付
け
た
保
健
師
の
魅
力
を
後
輩
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
尽
力
し
て
い
ま
す
。

素
敵
な
先
生
方
と
一
緒
に
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
皆
様
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
よ
り
理
学
療
法
学
科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
熊
岸

加
苗
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
２
０
０
０
年
に
本
学
入
学
の
理
学
療
法
学

科
６
期
生
に
な
り
ま
す
。
卒
後
は
、
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
細
胞
組
織
学
分
野
で
の
修
士
課
程
、
同
大
学
人
体
構
成
学
分

野
で
の
博
士
課
程
、
そ
の
後
岡
山
大
学
医
学
部
客
員
研
究
員
を
経
て
、

本
学
へ
帰
還
い
た
し
ま
し
た
。
卒
後
、
大
学
院
生
・
研
究
員
の
合
間
に
、

理
学
療
法
士
と
し
て
臨
床
を
20
年
経
験
し
て
、
ま
た
、
本
学
を
は
じ
め

と
す
る
県
内
の
理
学
療
法
士
養
成
校
で
「
解
剖
学
」
の
非
常
勤
講
師
と

し
て
、
教
育
に
も
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
学
卒
後
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、「
研
究
」「
臨
床
」「
教
育
」
の
３
本
柱
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
医
学
の
基
礎
を
学
ん
で
、
い
つ
か
き
っ
と
理
学
療
法
分
野
に
持

ち
帰
り
、
新
し
い
研
究
分
野
を
展
開
す
る
！
」

そ
れ
が
、
私
が
理
学
療
法
の
分
野
を
離
れ
て
医
学
部
の
研
究
分

野
に
飛
び
込
も
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
り
、
生
涯
の
目
標
、
ま

た
私
を
突
き
動
か
し
て
い
た
原
動
力
で
す
。

大
学
１
年
生
の
時
に
授
業
の
一
環
で
、
岡
山
大
学
医
学
部
へ
解
剖
見

学
実
習
へ
行
き
、
人
生
で
初
め
て
生
身
の
人
間
の
内
部
構
造
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。「
日
々
勉
強
し
て
い
る
解
剖
学
、
生
理
学
、
運
動
学
す
べ
て
の
原

点
が
こ
こ
に
あ
る
！
」
と
。
そ
れ
か
ら
、
毎
年
夏
休
み
・
春
休
み
に
は

自
ら
岡
大
へ
お
願
い
に
行
っ
て
解
剖
学
実
習
へ
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
当
時
、
実
習
参
加
費
が
８
千
円
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
食
費

な
ど
を
削
っ
て
実
習
へ
行
く
た
め
に
貯
金
し
て
い
ま
し
た
。）
ど
う
し
て

そ
こ
ま
で
？？
そ
れ
は
き
っ
と
…　

自
分
の
中
で
他
人
に
は
負
け
た
く
な

い
も
の
、
絶
対
に
譲
れ
な
い
も
の
、
そ
れ
が
「
解
剖
学
」
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
卒
業
後
、「
形
態
学
」
を
極
め
た
い
と
思
い
、

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。

実
際
に
は
、
理
学
療
法
士
が
医
学
部
の
研
究
分
野
へ
飛
び
込
ん

で
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
理
学
療

法
士
っ
て
な
に
す
る
の
？
何
で
あ
な
た
こ
こ
に
い
る
の
？
」
そ
う
言

わ
れ
る
の
も
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
を
始
め
よ
う
に
も
分
子
生

物
学
的
知
識
は
な
い
、
英
語
論
文
は
読
ん
だ
こ
と
な
い
、
ピ
ペ
ッ
ト

の
握
り
方
一
つ
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
か
ら
。
何
も
で
き
な
く
て
、

わ
か
ら
な
く
て
、
ほ
ん
と
に
よ
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
２
０

代
で
こ
ん
な
に
プ
ラ
イ
ド
を
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
理
学
療
法
士
い
な

い
だ
ろ
う
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
で
し
た
（
笑
）。
で
も
、
こ
の
人
の
技

術
が
盗
み
た
い
と
思
っ
た
ら
必
死
で
お
願
い
し
て
指
導
に
つ
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
す
べ
て
は
、「
理
学
療
法
分
野
に
い
つ
か
帰
り
た
い
」

そ
の
希
望
の
た
め
に
で
す
ね
！

「
研
究
者
は
向
い
て
な
い
の
か
な
。」
少
し
あ
き
ら
め
か
け
て

い
た
時
に
、
研
究
チ
ー
ム
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た
学
会

に
行
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
時
に
、
私
の
研
究
分
野
の
第

一
人
者
で
、
当
時
一
番
憧
れ
て
い
た
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
大
学
の

S
neel

先
生
が
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
り
、“Y

ou are excellent 
research

er!

” 

と
握
手
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

U
C

L
A

のP
rofessor

も
、（
長
い
英
語
で
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
要
約
す
る
と
）「
自
信
を
持
ち
な
さ
い
。
も
っ
と
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
に
な
り
な
さ
い
！
」
と
激
励
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
時

に
、
私
は
研
究
の
道
を
突
き
進
も
う
！
と
決
め
ま
し
た
。

博
士
課
程
修
了
後
、
初
め
て
科
研
費
に
採
択
さ
れ
た
時
に
は
、
人

生
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
国
試
に
受
か
っ
た

時
よ
り
も
、
論
文
が
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
時
よ
り
も
、
本
当
に
本
当

に
人
生
で
一
番
！！
私
の
着
想
し
た
研
究
課
題
が
、
プ
ロ
の
研
究
者
に

認
め
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
！
そ
の
時
、
医
学
部
の
中
で
も
初
め
て
私

を
一
人
前
の
研
究
者
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
研
究
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
…
気
づ
け

ば
30
歳
半
ば
、
研
究
も
大
事
だ
け
ど
人
生
考
え
な
け
れ
ば
と
、
妊
娠

の
た
め
、
研
究
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
と
め
き
れ

て
い
な
い
研
究
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
６
年
前
複
雑
な
思
い
を
抱
き

つ
つ
も
研
究
か
ら
退
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
私
の
掲
げ
て
き
た
目
標
が
叶
え
ら
れ
る
場
所
、
本

学
の
理
学
療
法
学
科
へ
帰
還
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
人
生
最
大

の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
２
人
の
子
供
も
小
さ
く

て
子
育
て
で
バ
タ
バ
タ
で
す
が
、
い
つ
か
ま
た
、「
教
育
」「
研
究
」

そ
こ
に
新
た
に
加
わ
っ
た
「
家
庭
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
日
々
が

訪
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
日
々
邁
進
し
て
い
ま
す
。

「
医
学
の
基
礎
を
学
ん
で
、
い
つ
か
き
っ
と
理
学
療
法
分
野
に
持

ち
帰
り
、
新
し
い
研
究
分
野
を
展
開
す
る
！
」

こ
の
夢
の
た
め
に
経
験
を
積
ん
で
き
た
20
年
間
で
す
か
ら
、
絶
対
に

本
学
で
花
を
咲
か
せ
て
み
せ
ま
す
。
私
の
歩
ん
で
き
た
道
、
そ
の
中
で

見
て
き
た
こ
と
、
出
会
っ
て
き
た
人
々
、
そ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
社
会

へ
飛
び
出
す
学
生
へ
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
出
会
う
色
ん
な
方
々
と
、
と
も
に
学
び
、
と
も
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
郷
　
貴
士

熊
岸
　
加
苗

２
０
１
３
年
３
月　
保
健
科
学
部

看
護
学
科
（
現
：
保
健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科
）
卒
業

２
０
０
４
年
３
月　
保
健
科
学
部

理
学
療
法
学
科
（
現
：
保
健
医
療
福

祉
学
部
理
学
療
法
学
科
）
卒
業

新任の教職員へインタビュー「高梁に帰還しました」Interview

保
健
医
療
福
祉
学
部
　
看
護
学
科
　
助
教

保
健
医
療
福
祉
学
部

理
学
療
法
学
科
　
講
師



10KIBI  International  University  news 

本学では、時代とともに変遷する多様な社会ニーズに対
応しながら、専門的知識・能力を有する人材の育成を目的
として、国際協力、保健科学（理学療法・作業療法）、心理
学の通信制大学院を開設しています。

なお、令和６年４月に保健科学研究科 理学療法学・作業
療法学専攻の設置を計画しています。これまでの大学院（通
信制）保健科学研究科の理学療法と作業療法の学問領域を
統合し、保健科学の基礎から応用まで学び、心身機能障害
や生活機能障害に関する研究課題を解決できる知識と技術
を修得します。理学療法学・作業療法学に関する高度な教
育研究ができるようになる教育課程を編成し、理学療法と
作業療法それぞれの多様化と高度化を支える学術的発展を
担う人材を養成します。

通信教育の学びは、「学びたい」という情熱を持った方が
対象です。本学卒業生の方は入学金が免除されます。

オンラインでの個別相談会を随時開催していますのでお
気軽にご参加ください。

通 信 教 育 の ご 紹 介

 保健科学研究科 理学療法学・作業療法学専攻 修士課程（設置届出中）

 開設研究科
研究科名 専攻名 課程名 修業年限 募集定員 学位

連合国際協力研究科 国 際 協 力 専 攻 修 士 課 程 ２年 ７名 修士（国際協力）

心 理 学 研 究 科 心 理 学 専 攻 博士（後期）課程 ３年 ３名 博士（心 理 学）

ホームページURL
https://grad.kiui.jp/hoken/

研究科の特色

※出願資格に加えて理学療法または作業療法の実務経験が３年以上必要になります。
※設置計画は予定であり、内容が変更となる場合があります。

通信教育に関するお問い合わせ

検索吉備大学院

通信教育事務課
〒716-8508　岡山県高梁市伊賀町8
TEL:0866-22-9191／ FAX:0866-22-8133
E-mail:tsushin＠kiui.ac.jp

（スマートフォンサイト）

相談会　随時開催
高梁キャンパスまたはオンラインにて
随時開催
しています。

通信制で「修士（保健学）」を修得可能特色１

特色２

特色３

特色４

仕事と両立できる大学院教育の提供

指導的役割を担う高度専門職としての理学療法士・作業療法士の養成

理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則の専任教員要件に対応したカリキュラム

設置概要
研究科名 専攻名 課程名 修業年限 募集定員 学位

保健科学研究科 理学療法学・作業療法学専攻 修士課程 ２年 15名 修士（保健学）
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奨学金制度等のご紹介

高梁市・順正学園特別奨学金制度

外国語学部（岡山キャンパス）だけの
独自の『奨学金制度』

南あわじ市入学奨励金制度

子弟入学制度

　高梁キャンパスに設置の学部・学科（下記）へ、令
和５年度以降に入学する全ての新入生が対象となる制度
がはじまりました。これは、年間20万円の学費（４年間
で80万円）が減免される制度で、入学後に受給申請の手
続きなども必要なく、また返済の必要もありません。

　南あわじ志知キャンパスに設置の農学部（地域創成農
学科・海洋水産生物学科）新入学生（入学年度の10月１
日時点で在学している学生）を対象に、南あわじ市から
20万円が支給されます。
さらに住民票を南あわじ市
に移した（入学年度の４月
末までに転入手続きを済ま
せておく必要があります）
入学生には、さらに10万
円が加算され、最大30万
円が支給される制度です。

対象学部・学科

奨学金制度に関しては、

順正学園入試広報室（☎ 086-231-3600）までお問合せください。

　岡山県高梁市出身元京セラ代表取締役社長伊藤謙介氏
によって創設された返還不要の給付型奨学金です。年間
上限５名、一人上限100万円が給付される奨学金です。
　なお、外国語学部には、この他にも下記２つの返済不
要の給付型特別奨学金制度がはじまりました。

　吉備国際大学卒業生の兄弟・姉妹や子弟・子女が順正
学園の設置校（吉備国際大学・九州保健福祉大学・九州
保健福祉大学総合医療専門学校）に入学された場合の優
遇制度として「子弟入学制度」があります。各設置校の
入試に合格し、所定の手続きを行うと、入学金の半額が
免除されます。

「伊藤奨学金」

・  スタディー・アブロード特別奨学金
　 「年間５名、一人15万円」
・ 学業優秀者特別奨学金

「各学年１名、一人30万円」

社会科学部 経営社会学科・スポーツ社会学科
看護学部 看護学科
人間科学部 人間科学科
アニメーション文化学部　アニメーション文化学科
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令和４年度同窓会役員紹介

編 集 後 記
2023年５月に、コロナウイルスの感染症法上の位置づけ

も２類から５類へ移行し、通常の学生生活が戻っております。
2022年度学位記授与式及び2023年度入学宣誓式も感染対
策をしながらも通常の形で保護者の皆様にもお越し頂き、体
育館で実施することが出来ました。

まず、今年も異常気象の影響で全国的に様々な災害ならびに
ロシアのウクライナ侵攻やハワイでの大火災、欧米・内蒙古で
の熱波等、世界規模での人災・自然災害等により被災された
方々、ご関係の皆様にお見舞い申し上げます。また一日も早い
復旧をお祈りいたします。

吉備国際大学では、令和５年４月南あわじ志知キャンパス
に海洋水産生物学科が “新しい水産学をめざす” を特色とし
て、開設されました。

詳しくは、https://kiui . jp/gakka/kaiyo/indexに
アクセスしてみてください。

９月上旬現在、大学では４月より対面授業が行われており、
部活動も通常の大学活動が行われております。今年度は４年
ぶりに海外研修団として、アメリカフィンドリー大学、カナ
ダオカナガンカレッジの学生研修団を受け入れております。
学生達の楽しそうに交流する姿に日常の戻りを感じており
ます。

卒業生の皆様は、いかがお過ごしでしょうか。
簡単なご報告となりますが、会報誌の編集後記と替えさせ

て頂ければと思います。
卒業生Ｎ（１期生）より

発
行
／
吉
備
国
際
大
学
同
窓
会
本
部	

〒
７
１
６

－

８
５
０
８　

岡
山
県
高
梁
市
伊
賀
町
８	

☎（
０
８
６
６
）２
２

－

９
４
５
４　

e-m
ail:kiu-m

ate@
office.jei.ac.jp

印
刷
／
小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社	

〒
６
７
０

－

０
９
３
３　

姫
路
市
平
野
町
62	

☎（
０
７
９
）２
８
１

－

８
８
３
７　

FAX（
０
７
９
）２
８
１

－

８
８
３
９

（収入） （単位：円）

項　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

前年度繰越金 36,774,220 36,774,220 0

同 窓 会 費 2,400,000 1,320,000 1,080,000 12,000×110人

雑 収 入 1,000 497 503 決算利息

収 益 事 業 800,000 509,624 290,376 自動販売機売上げ

前期末未収入金 80,061 80,061 0 自動販売機売上げ（前期分）

期末未収入金 -80,061 -84,120 4,059 自動販売機売上げ（当期未収分）

収 入 合 計 39,975,220 38,600,282 1,374,938

（支出） （単位：円）

項　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

会 議 費 150,000 0 150,000

旅 費 交 通 費 100,000 0 100,000

通 信 費 50,000 224 49,776 郵便料

印 刷 製 本 費 30,000 0 30,000

消 耗 品 費 100,000 33,000 67,000 生花

人 件 費 0 0 0

手 数 料 10,000 3,300 6,700 振込手数料

広 告 費 50,000 0 50,000

委 託 費 1,800,000 62,788 1,737,212 HPサーバー利用料

機 器 備 品 費 0 0 0

支部会補助費 100,000 0 100,000

学 生 援 助 費 700,000 510,800 189,200 パスケース、クリスマス
イルミネーション補助

自販機事業支出 400,000 400,000 0 自販機設置費

公 租 公 課 71,000 71,000 0 県税、市税

雑 費 50,000 10,000 40,000 順正DFKクラブ寄付
吉備国際大学創立
30周年記念事業費 1,000,000 0 1,000,000

予 備 費 100,000 0 100,000

次年度繰越金 35,264,220 37,509,170 -2,244,950

支 出 合 計 39,975,220 38,600,282 1,374,938

令和３年度期 同窓会決算書
（期間：令和３年10月1日～令和４年９月30日）

KIBI  Internat ional  University  news 事 務 局 だ よ り

卒業生の皆様へ
住所・勤務先等変更連絡のお願い

　卒業後に住所や勤務先等の変更があった方は、大学ホームページ
（住所・勤務先等変更連絡のお願い｜卒業生の方へ｜吉備国際大学 
（kiu i . jp））の「住所・勤務先等変更フォーム」にご記入の上、送
信ください。送信いただいた個人情報は、プライバシーポリシーに
基づき適正に取り扱い、その目的以外には使用しません。

〒716-8508 岡山県高梁市伊賀町8
吉備国際大学　キャリアサポートセンター
TEL : 0866-22-8037（直通）
FAX : 0866-22-8746
E-Mail : kiu-shushoku@office.jei.ac.jp

お問い合せ

令和４年度同窓会役員を紹介いたします。
　会　長　　中塚　　敬　産業社会学科（平成６年卒）

　副会長　　河本　裕之　産業社会学科（平成６年卒）
　　　　　　藤原　卓也　社会福祉学科（平成13年卒）

　理　事　　矢頭　　徹　産業社会学科（平成10年卒）
　　　　　　中原　　崇　社会福祉学科（平成11年卒）
　　　　　　原田　亮二　保健福祉学科（平成11年卒）
　　　　　　井上　茂樹　理学療法学科（平成13年卒）

　庶　務　　呑谷　智治　国際社会学科（平成６年卒）
　　　　　　工藤　耕空　国際社会学科（平成６年卒）

　会　計　　田村　紀浩　産業社会学科（平成10年卒）
　　　　　　野口　浩之　産業社会学科（平成12年卒）

　監　査　　長安　輝明　産業社会学科（平成６年卒）
　　　　　　大西　章博　産業社会学科（平成10年卒）　


